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１、平成 28年度作業報告－４ 
 葦毛湿原では、伐採した木の処理も終わり、平成 28年度の植生回復作業も無事終了しま

した。今回は処理した木の量が多く、木質チップとしてリサイクルした分が１３.２９トン、

焼却した分が６.８１トン、合計２０.１トンになり。初めて２０トンを超えました。これ

以外にも、薪として利用している分は重量を量っていませんが、少なくとも３トン以上は

あったと思います。作業日数は延べ２３日、参加人員は延べ５４５名です。多くの方に参

加いただき、順調に作業を進めることができました。ありがとうございました。 

 平成 28年度の作業は一の沢湿地の復活が主な作業になりました。これまでは森に埋もれ

てまったく分からなかった

一の沢の形が分かるように

なりました。三の沢とは異

なり、水の流れる部分が周

りよりやや低くなっている

ことが分かり、沢であると

いうことがはっきり観察で

きるようになりました。 

 

１）Ｇ・Ｓ地点（一の沢） 

 一の沢はＧ・Ｓ地点の境

に、両地点にまたがるよう

にあります。右上写真は作

業前の状況ですが、写真左

がＧ地点、右がＳ地点にな

ります。手前（Ｇ地点）に

はヌマガヤの群落が見え、

この部分がかろうじて湿地

として残っていた部分です。

ミズゴケが繁茂して堆積し、

土も溜まり、作業前には水

の流れはほとんど確認でき

ませんでした。 

 Ｇ地点の作業面積は約５

００㎡、伐採した木は４７

４本です。大径木は直径

40cm程度のスギで、大半は

イヌツゲ等の小径木です。 

作業後は一の沢全体が見通

せるようになりました。 

 
Ｇ・Ｓ地点作業前（北から 2016年 9月 25日） 

 

Ｇ・Ｓ地点作業後（北から 2017年 4月 28日） 
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２）Ｓ地点（一の沢） 

 Ｓ地点は一の沢の西側に

あたります。右上写真は作

業前で、Ｓ地点全体が完全

に森林化し、暗い森に覆わ

れている状態です。右手に

木道が見えますが、奥の森

に入る直前の部分の木道沿

いにはミズゴケが繁茂して

いました。かろうじて日照

がある部分だけにミズゴケ

がありました。木道右側は

Ｈ地点で、親子岩があると

ころです。 

 Ｓ地点の作業面積は約９

００㎡、伐採した木は７４

７本です。伐採作業は、湿

地部分にあるノリウツギ等

の湿地性の木を選択的に残

し、湿地周辺は皆伐しまし

た。下流の林縁部の木道近

くはネザサやコシダが繁茂

し、根の層がマット状に堆

積していることが分かりま

した。このマット状の根の

堆積があるところは、かつ

て良好な湿地だったところ

で、これまでの他の地点で

の観察から除去することで

湿地に戻ることが予想でき

ます。 

 上写真はＳ地点内部から下流を見たところです。作業前はイヌツゲ等の木に覆われ暗い

森になっており、全く下流が見渡せませんでしたが、伐採後は日照が確保され明るくなり、

遠くの山まで見渡せるようになりました。 

 

Ｓ地点作業前（北から 2016年 9月 25日） 

 

Ｓ地点作業後（北から 2017年 4月 28日） 

 
Ｓ地点作業前（南から 2016年 9月 25日） Ｓ地点作業後（南から 2017年 4月 28日） 



 右上写真は作業後の一の沢

の全体を上流から見たところ

です。写真手前の黒くなって

いる部分は、湿って地表面に

水が見えています。中央の白

い礫が見えている部分は一の

沢の水が流れている部分で水

量が多いために表土が洗い流

されている部分です。奥の下

流側の緑色になっているとこ

ろはかろうじて湿地として残

っていた部分です。 

 つまり、この部分が一の沢

の本体で、周辺よりやや低く

なって水量が多いことが分か

りました。三の沢では平坦な

地表面を面的に水が流れてい

ましたが、一の沢では浅い谷

状になって、明らかに下刻さ

れており、三の沢より水量が

多いことを示しています。 

 一の沢から三の沢のうち、

湿地として最も良好だったの

は水量の多い一の沢で、葦毛

湿原では見られなくなってし

まったサワランやミカワシオ

ガマが数多く咲いていたそう

です。画面手前では、ショウ

ジョウバカマやミズギボウシ

が多く発芽しています。 

 右下写真は一の沢の中流

部から下流を見たところで

す。中央に大きな切り株が

あり、この木の根がマット

状に広がり、盛り上がって

島状になっています。今年

度の作業で一の沢はバック

ホーで抜根する予定です。 

 湿地はこのようなマット

状の根の層に覆われ埋もれ

ています。これまでの他の

地点の観察から、丁寧に除

去することにより、良好な

湿地に戻ることが分かりま

した。 

 
一の沢上流から下流へ（2017年 5月 6日） 

 

一の沢中流から下流へ（2017年 5月 6日） 



３）Ｔ地点（一の沢） 

 Ｔ地点は一の沢の東側で

湿地の日照を確保するため

に林縁部を 10～20ｍ程の幅

で皆伐しました。画面奥の

帯状に白くなっているとこ

ろです。この部分は乾燥し

ており、白いチャートの礫

が目立っています。今後は

湿地林縁部の草地として維

持して行く予定です。 

Ｔ地点の作業面積は約８

００㎡、伐採した木は６０

２本です。 

今回行った一の沢の作業

は、Ｇ・Ｓ・Ｔ地点の合計

で約 2,200 ㎡、伐採した木

は 1,823本になりました。 

 

４）Ｈ地点（一の沢） 

 Ｈ地点は親子岩の周辺で

大規模植生回復作業を開始

する前の６～７年前に植生

回復作業で木を伐ったとこ

ろです。木を伐って除草し

ただけで、抜根はしません

でした。 

 その後、伐り株からは多

くのヒコバエが出て、コシ

ダやネザサが繁茂し元に戻

り、湿性植物は復活しませ

んでした。かつてはミミカ

キグサやモウセンゴケが見

られる良好な湿地だったと

言われています。 

 現在はコシダやネザサ、

灌木の根の層が全体を覆っ

ていますが、一部でミズギ

ボウシが発芽し、ハルリン

ドウが開花しました。今年

度の作業で、バックホーで

根の層を除去する予定です。

除去後３～４年で昔のよう

な良好な湿地に戻ると予想

しています。 

 

Ｔ地点作業後（2017年 4月 28日）

 

Ｈ地点作業前（2016年 9月 25日） 

 

Ｈ地点作業後（2017年 4月 28日） 


